
施設番号

施設名

施設所在地

法人名

１．活動のテーマ

＜テーマ＞

＜テーマの設定理由＞

２．活動スケジュール

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

とうきょう すくわくプログラム活動報告書

（活動のためにどのような環境を設定したか、準備した素材や道具）

・生き物に関する視覚教材の用意、展示

〈準備物〉水分補充用のお茶・ラムネ・電車賃

・動物の絵本などを通して動物に興味を持つ。

・上野動物園へ実際に行ってみる。

江東区塩浜2-6-2

社会福祉法人つぼみ会

生き物

（テーマに関する子どもの興味関心、園の特色など）

以前は水族館に生き、その後子どもたちから陸の生き物についても興味が広がり、図鑑を見

ている姿が多く見られた。おうちで飼っているペットの話などもしており、動物についてより

詳しく知りたがっている子がいたので、動物園にいき実際に大きさなどを観察できるように

動物園に行くこととした。

66-1298

LIFE SCHOOL 塩浜 こどものいえ



４．探究活動の実践

＜活動の内容＞

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり＞

５．振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

・動物園で見ることのできなかった動物もいたので、後日映像などで動いている姿を見ることが出来た

らより子どもたちの興味を広げることが出来た。

・子どもたちそれぞれで見ていたい動物がおり、時折分散しそうになっていたが職員が分かれることで

子どもが時間の中で多くのエリアを回ることが出来た。それぞれの興味が違う中でどう回るかは、もっ

と事前に考えておくことが必要かもしれない。

・子どもの知識がかなり深いところまで行くことがあるので、大人も色々な動物に対して知識を付けた

り、子どもとともに学んでいけるように、パンフレットなどを用いると、よりより学びとなると感じ

た。

・動物園へ実際に行き、目で見て興味関心を広げる。

（活動の内容、活動中見られた子どもの姿、保育者との関わり等）

・各エリアの動物の姿を観察する中で自分の新調と比較しどのくらいの大きさなのか考えた

り虎が生肉を食べている様子を見て「こんなに大きな口開けるの？」と動きを真似しようと

する姿を見せたりとそれぞれの動物での感じたことを言葉にして表現し、友だちや大人に知ら

せて共感し合うことを楽しんでいた。

・室内の動物エリアでは気温が高いということに気づき、「なんでこんなに暑いの？」と疑

問を抱き、大人が「暑い国で生きているんだよ」と答えると「アマゾンとか？」と事前に図

鑑で話題にしていた話を思い出して会話をする様子もあった。


